
　
市
で
は
昨
年
、
市
民
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、
同
和
問
題
や
男
女
、
子
ど
も
、
在
日
外
国
人
な
ど
に

つ
い
て
の
人
権
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
特
集
で
は
、
そ
の
結
果
の
う
ち
、
い
く
つ
か
を
ご
報

告
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
人
権
の
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
�

 
ま
た
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
人
権
週
間
で
す
。
講
演
会
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
�

�

自
分
の
差
別
意
識
に�

気
付
く
こ
と
が
大
切�

同
和
問
題
に
つ
い
て�

同
和
問
題
に
つ
い
て�

市
民
一
、六
〇
〇
人
に
�

人
権
に
つ
い
て
�

伺
い
ま
し
た
�

　
人
権
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
は
、
昨
年
五
月
、

無
作
為
に
抽
出
し
た
二
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
男
女

一
、
六
〇
〇
人
を
対
象
に
行
な
わ
れ
、
一
、
三
五
六
人（
八

四
・
八
％
）の
み
な
さ
ん
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
の
目
的
は
、
市
民
の
人
権
意
識
の
実
態
を

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
同
和

教
育
や
人
権
啓
発
の
取
り
組
み
を
洗
い
直
し
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
の
方
向
を
探
り
、
教
育
・
啓
発
な
ど
の
効
果

的
な
内
容
や
方
法
を
検
討
す
る
た
め
の
よ
り
ど
こ
ろ
と

す
る
こ
と
で
す
。�

人
権
の
こ
と
�

人
権
の
こ
と
�

そう思わない�

どちらかといえば�
そう思わない�
どちらとも�
いえない�
どちらかといえば�
そう思う�

そう思う�

■グラフの見方�
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■同和問題に対する意見�

自分の差別意識に�
気づくことが大切�

何をしても無駄。�
差別はなくならない�

同和問題は自然に�
なくなっていく�

教育・啓発をもっと�
広く行うべき�

教育・啓発はむしろ�
やらないほうがよい�
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一
人
ひ
と
り
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考
え
よ
う
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� 一
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�

 
考
え
よ
う
�

�

　『
同
和
問
題
に
対
す
る
意
見
』で
は
、「
自
分
の
差
別

意
識
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
」と
い
う
意
見
が
六
〇
％

を
超
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
何
を
し
て
も
差
別
は

な
く
な
ら
な
い
」に
対
し
て
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」

も
含
め
て
過
半
数
が「
そ
う
思
わ
な
い
」と
答
え
て
い
ま

す
。
一
方
、「
同
和
問
題
は
自
然
に
な
く
な
る
」と
い
う

意
見
は
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
」も
含
め
て
約
四
〇
％

が「
そ
う
思
う
」と
答
え
て
い
ま
す
。�

　
ま
た
、
問
題
解
決
の
カ
ギ
と
な
る「
教
育
・
啓
発
」に

つ
い
て
は
、「
や
ら
な
い
方
が
よ
い
」に
反
対
の
意
見
が「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
」も
含
め
て
約
四
〇
％
に
な
り
、
こ

れ
は「
も
っ
と
広
く
行
う
べ
き
」と
す
る
意
見
の
割
合
と

重
な
り
ま
す
。�



■子育て観についての意見�

子どもの非行は�
家庭環境に�
いちばん原因がある�

たいていの子が�
できる事は何でも�
普通にできる子どもに�

できないことがあっても�
好きなことに�
熱中する子どもに�
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通
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子
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す
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■在日韓国・朝鮮人問題への意見�

在日問題に�
自分は関係ない�

在日の就職差別は�
現在もある�

在日についての講演会が�
あれば参加したい�

民族に誇りを�
持ったまま共生望む�

0 20 40 60 80 100％�

■外国人労働者問題への一般的な意見への賛否�

外国人に家を貸さなくても�
差別と言えない�

外国人への3K労働の�
押しつけはよくない�

不法就労者の�
人権侵害はやむを得ない�

不法就労者でも�
治療は受けられるべき�

0 20 40 60 80 100％�

民
族
に
誇
り
を
持
っ
て
、�

共
生
を�
�

在
日
の
外
国
人
に
つ
い
て�

在
日
の
外
国
人
に
つ
い
て�

　『
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
へ
の
意
見
』で
は
、
約
二

五
％
の
人
が「
自
分
に
は
関
係
な
い
」と
す
る
一
方
で
、「
そ

う
は
思
わ
な
い
」と
す
る
意
見
が
半
数
近
く
あ
り
、
一
般

に
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
の
問
題
が
身
近
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。�

　
ま
た
、「
共
生
を
望
む
」人
は
七
五
％
で
、「
就
職
差
別

が
あ
る
」と
い
う
意
見
も
約
六
〇
％
あ
る
反
面
、「
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
問
題
に
関
す
る
講
演
会
が
あ
れ
ば
参
加

し
た
い
」と
思
う
人
は
約
二
〇
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。�

�

①
在
日
の
韓
国
、朝
鮮
の
人
に
つ
い
て�

�

不
法
就
労
者
で
も�

治
療
は
受
け
ら
れ
る
べ
き�

②
外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て�

�
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　『
外
国
人
労
働
者
問
題
へ
の
意
見
』で
は
、
四
〇
％
以

上
の
人
が「
外
国
人
に
家
を
貸
さ
な
い
」こ
と
に
肯
定
的

で
す
。
ま
た
、
不
法
就
労
者
へ
の
人
権
侵
害
に
つ
い
て

は
、
約
四
〇
％
の
人
が「
や
む
を
得
な
い
」と
す
る
一
方

で
、
七
〇
％
以
上
の
人
が「
３
Ｋ（
き
つ
い
、
汚
い
、
危

険
）
労
働
の
押
し
つ
け
」に
反
対
し
、「
不
法
就
労
者
で

も
治
療
は
受
け
ら
れ
る
べ
き
」と
い
う
意
見
を
持
っ
て

お
り
、
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。�

　『
子
育
て
観
に
つ
い
て
の
意
見
』で
は
、「
何
で
も
普

通
に
で
き
る
子
に
育
て
た
い
」と
す
る
人
が
三
〇
％
を

超
え
て
お
り
、「
好
き
な
こ
と
に
熱
中
す
る
子
に
育
て

た
い
」と
思
う
人

の
二
三
％
を
上

回
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
、「
ど

ち
ら
か
と
い
え

ば
」
を
含
め
る

と
、「
何
で
も
普

通
に
」の
”人
並

み
“を
望
む
意
見

と
、「
好
き
な
こ
と
に
熱
中
」の
”個
性
的
“を
望
む
意
見

が
と
も
に
五
〇
％
を
超
え
、
市
民
の
子
育
て
観
は
、
両

方
の
間
で
揺
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。�

　
ま
た
、
子
ど
も
の
非
行
の
問
題
に
つ
い
て
は
、「
家

庭
環
境
に
い
ち
ば
ん
原
因
が
あ
る
」と
い
う
意
見
が
多

数
を
占
め
て
い
ま
す
。�

〈次ページに続く〉�



■家庭内暴力の実態�

何を言っても�
無視する�

交友関係や電話を�
監視する�

押す、つかむ、�
つねる、小突く�

ける、かむ、�
げんこつでなぐる�

暴力などで�
性的な行為を強要する�
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何度もあった�

1～2度あった�

見
逃
せ
な
い�

女
性
へ
の
暴
力�

D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
に
つ
い
て
�

D
V
（
家
庭
内
暴
力
）
に
つ
い
て
�

　
近
年
、
家
庭
内
暴
力（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス・

D
V
）が
、
大
き
く
社
会
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
�

　
今
回
の
調
査
で
、
女
性
の
み
を
対
象
に
D
V
の
実
態

を
調
べ
た
と
こ
ろ
、「
無
視
」に
つ
い
て
は「
何
度
も
」が

約
十
三
％
で
、「
一
〜
二
度
」を
合
わ
せ
る
と
四
〇
％
以

上
の
女
性
が
夫
や
恋
人
か
ら
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、「
監
視
」は
、「
何
度
も
」と「
一
〜
二
度
」

を
合
わ
せ
て
二
三
％
に
な
り
ま
す
。「
小
突
く
」「
な

ぐ
る
」な
ど
の
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
％
前
後
の
女

性
が
何
度
も
受
け
、
ま
た
、「
性
の
強
要
」は
四
％
の

女
性
が
受
け
て
い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。�
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差
別
や
人
権
侵
害
を
無
く
し
、
す
べ
て
の
市
民

が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
、
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
、
普
段
の
生
活
の
中
で
常
に
差
別
や
人
権

侵
害
に
気
付
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

差
別
や
人
権
に
関
す
る
研
修
会
な
ど
の
催
し
に
積

極
的
に
参
加
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
こ
と
を
知

る
こ
と
が
必
要
で
す
。�

　
左
の
グ
ラ
フ
は
、
同
和
問
題
に
つ
い
て
の
研
修

会
へ
の
参
加
回
数
と
問
題
意
識
の
変
化
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
参
加
の
回
数
が
多
い
ほ
ど
同
和
問
題

へ
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。�

　
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
は
人
権
週
間
で
す
。
市

で
も
多
く
の
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
人
権

問
題
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
る
機
会
と
し
て
、

人
権
週
間
の
催
し
に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。�

講
演
会
や
研
修
会
な
ど
に�

参
加
し
た
人
ほ
ど
人
権
に
理
解�
講
演
会
や
研
修
会
な
ど
に�

参
加
し
た
人
ほ
ど
人
権
に
理
解�

■同和問題についての「研修参加回数」と�
　「自分には関係ない」という意識との関係�

1回もない�

1～2回�

3回以上参加した�

0 20 40 60 80 100％�

研修参加回数� 同和問題は自分には関係ない�

23.6 12.9 33.9 18.3 11.3

39.8 13.8 25.7 13.8
6.9

53.7 14.4 20.2 8.0
3.7
＼�

　夫や恋人など、親しい人から女性が受ける暴力（ド
メスティック・バイオレンス）が最近、増加しています。
一人でも多くの女性がドメスティック・バイオレン
スから解放され、女性としての人権を回復するため、�

　ホットライン（　 56－0783）�
を臨時に開設し、相談を受け付けます。一人で悩ま
ずに、気軽にお電話をください。相談についての費
用は無料で、秘密は厳守します。�

●開設日時／12月8日（金）・9日（土）�
　　　　　　   午前10時～午後4時�
●問い合わせ／女性センター（　 54－8331）�

女性への暴力ホットラインを開設�



よっかいち人権ウイーク2000の催し�

の
催
し
に
�

参
加
し
ま
し
ょ
う
�

�

人
権
週
間
�の催
し
に
�

参
加
し
ま
し
ょ
う
�

�

人
権
週
間
�

●この特集のお問い合わせは、人権啓発センター（　  54－8293）へ�

　
あ
る
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
中
傷
す
る
た
め

に
、
同
和
地
区
や
在
日
の
韓
国
・
朝
鮮
の
人
な

ど
へ
の
差
別
表
現
を
用
い
た
落
書
き
が
、
市
内

の
電
話
ボ
ッ
ク
ス
や
公
衆
ト
イ
レ
の
壁
面
な
ど

で
多
数
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
差
別
落
書
き
は
、
言
葉
を
用
い
て
一
方
的
に

人
を
差
別
す
る
行
為
で
す
。
そ
し
て
、
社
会
に

潜
む
差
別
意
識
や
偏
見
を
か
き
立
て
、
差
別
を

あ
お
り
立
て
よ
う
と
す
る
行
為
で
す
。�

　
落
書
き
の
差
別
性
に
気
付
か
な
か
っ
た
り
、

気
付
い
て
も
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
り
す
る
こ
と

は
、
差
別
を
許
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
差
別
落

書
き
を
発
見
し
た
ら
、
ま
ず
、
紙
な
ど
で
覆
っ

て
か
ら
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。�

���������

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
差
別
的
な
内
容
を

　
発
見
し
た
場
合
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　�

�

差
別
落
書
き
を�

　
　
な
く
そ
う
！�

差
別
落
書
き
を�

　
　
な
く
そ
う
！�

気
付
い
た
ら
放
置
し
な
い
で
連
絡
を�

�

差
別
落
書
き
の
連
絡
先�

●12月4日（月）・6日（水）�

『特別人権相談所の開設』�
人権擁護委員が相談（無料）に応じます。�
秘密は固く守られます�
●場所／市役所1階市民相談室�
●時間／午前9時～正午・午後1時～4時�

●12月7日（木）～11日（月）�

『人権のひろば展２０００』�
●場所／文化会館第4ホール、博物館�
●時間／7日…午後1時～5時、8日～10日…午前10時～�

　　　　　午後5時、11日…午前10時～午後3時�

●12月7日（木）�

『子どもの権利を考える講演会』�
テーマ／子どもは大人のパートナー�
講師／弁護士　坪井節子さん�
●場所／文化会館第2ホール�
●時間／午後1時30分～�

●12月8日（金）�

『人権・同和問題企業啓発講座』�
講師／カネボウ物流㈱　田中昭紘さん�
●場所／文化会館第3ホール�
●時間／午後1時30分～�

●12月9日（土）�

『人権を考える月間講演会』�
テーマ／身近な差別を見つめて�
講師／作家　若一光司さん�
●場所／文化会館第1ホール�
●時間／午後2時～�

●12月10日（日）�

『地域人権リーダー養成講座』�
講師／大阪市立住吉人権文化センター�
　　　白井俊一さん�
●場所／文化会館第3ホール�
●時間／午前10時～�

12
月
4
日
　
10
日
「
よ
っ
か
い
ち
人
権
ウ
イ
ー
ク
２
０
０
０
」
�
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四
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二
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（
五
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五
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（
五
四
）八
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十
二
月
十
日
は
、
国
連
が
定
め
た「
世
界
人
権
デ
ー
」

で
す
。
ま
た
日
本
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
を「
人

権
週
間
」と
し
、
人
権
尊

重
思
想
を
広
げ
、
高
め
る

た
め
の
啓
発
活
動
が
全
国

で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
�

　
市
で
は
、こ
の
人
権
週
間
を「
よ
っ
か
い
ち
人
権
ウ
イ
ー

ク
2
0
0
0
」と
し
て
、「
人
権
の
ひ
ろ
ば
展
2
0
0
0
」

や「
子
ど
も
の
権
利
を
考
え
る
講
演
会
」、「
人
権
を
考

え
る
月
間
講
演
会
」な
ど
、
人
権
を
見
て
、
知
っ
て
、

考
え
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
参
加
し
て
、
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
�

　
■
平
日�

　
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
　
　�

　
　
同
和
教
育
室�

　
　
同
和
対
策
課�

　
■
休
日
・
夜
間�

　
　
市
役
所
宿
直
室�

�

坪井  節子さん�
�

若一  光司さん�


